
学校番号 ２０２ 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 社会科 科目 地理Ａ 単位数 2 単位 年次 1 年次 

使用教科書 高等学校 新版 地理Ａ 世界に目を向け，地域を学ぶ（第一学習社） 

副教材等 地歴高等地図―現代社会とその歴史的背景―（帝国書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

この授業では、身近な地域の生活や文化、あるいは世界の異なる生活や文化を学習していきます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

現代世界の地理的な諸課題を地域制や歴史的背景、日常生活との関連を踏まえて考察し、現代世界

の地理的認識を養うとともに、地理的な見方や考え方を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民

としての自覚と素質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代世界の地理的な諸課

題に対する関心と課題意

識を高め、それを意欲的

に追求し、国際社会に主

体的に生きる日本国民と

しての責任を果たそうと

している。 

現代世界の地理的事象か

ら諸課題を見いだし、そ

れを地域性や歴史的背

景、日常生活との関連を

踏まえて多面的・多角的

に考察し、国際社会の変

化を踏まえて公正に判断

して、その過程や結果を

適切に表現している。 

地図や統計、画像など地

域に関する諸資材を収集

し、有用な情報を選択し

て、読み取ったり図表な

どにまとめたりしてい

る。 

現代世界の地理的な諸

課題についての基本的

な事柄や追及の方法を

理解し、その知識を身に

付けている。 

評
価
方
法 

授業への取り組み 

授業プリントへの記入 

提出物の提出状況 

授業プリントへの記入 

グループワークでの貢

献・発表 

 

地図への着色作業 

地図への書き込み作業 

地図の読み取り作業 

 

考査による理解度 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

月 単元名 学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 
  

４ 

 

 

 

 

５ 

第 1 章 

地球儀や地図

でとらえる現代

社会 

 

 

 

中間考査 

地球儀と世界地図との比較、

様々な世界地図の読図などを

通して、地理的技能を身に付

けさせるとともに、方位や時差、

日本の位置と領域、国家間の

結びつきなどについてとらえさ

せる。 

 

 

○ 

  

 

○ 

 

 

○ 

a:提出物の提出状況 

授業への取り組み 

b: 授業プリント 

c:読図 

d:考査による理解度 

地図作業等、プ

リントを使い、そ

の取組状況や

提出状況も評

価に取り入れ

る。 

 

1学期中間考査 

６ 

 

 

 

７ 

第 2 章 

世界の人々の

生活を取り巻く

地理的環境 

 

 

期末考査 

生活と宗教との関わりなどにつ

いて考察させるとともに、日本と

の共通性や異質性に着目さ

せ、異なる習慣や価値観などを

もっている人々と共存していく

ことの意義に気づかせる。 

 

 

○ 

  

 

○ 

 

 

○ 

a:提出物の提出状況 

授業への取り組み 

b:授業プリント 

c:読図 

d:考査による理解度 

地図作業等、プ

リントを使い、そ

の取組状況や

提出状況も評

価に取り入れ

る。 

 

1学期期末考査 

夏季の課題 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

10 

 

11 

 

12 

第 3 章 

世界の諸地域

の生活・文化と

環境 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

期末考査 

世界諸地域の生活・文化につ

いて世界を広く大観する学習と

事例学習を通して考察する学

習を組み合わせて行う。 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

a:提出物の提出 

授業への取り組み 

b:授業プリント 

c:着色作業 

d:考査による理解度 

 

地図作業等、プ

リントを使い、そ

の取組状況や

提出状況も評

価に取り入れ

る。 

 

2学期中間考査 

 

 

 

2学期期末考査 

１ 

 

 

２ 

３ 

第 4 章 

さまざまな地球

的課題 

学年末考査 

環境、資源・エネルギー、人

口、食糧及び居住・都市問題

を地球的及び地域的視野から

とらえ、地球的課題は地域を越

えた課題であることを理解さ

せ、それらの課題の解決には

持続可能な社会の実現を目指

した各国の取り組みや国際協

力が必要であることについて考

察させる。 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:提出物の提出 

授業への取り組み 

b:授業プリント 

c:地図作業 

d:考査による理解度 

地図作業等、プ

リントを使い、そ

の取組状況や

提出状況も評

価に取り入れる 

 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


